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千
葉
県
農
業
機
械
商
業
協
同
組
合

船
橋
総
合
卸
商
業
団
地
協
同
組
合

【
組
合
の
概
要
】

　

所
在
地　

船
橋
市
高
瀬
町
６
２
‐
２

　

電　
　

話　

０
４
７
‐
４
３
３
‐
６
６
１
１

　

設　
　

立　

昭
和
52
年
12
月
３
日

　

理
事
長　

飯
ヶ
谷
岐
美
夫

　

組
合
員　

28
名

　

出
資
金　

２
，
９
７
０
万
円

【
事
業
の
背
景
と
目
的
】

　

当
組
合
は
、
昭
和
52
年
に
船
橋
市
内
の
卸
売
業
者
の
物
流
効

率
化
を
図
る
た
め
に
創
設
さ
れ
、
平
成
24
年
に
設
立
35
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

　

同
組
合
周
辺
に
は
食
品
冷
凍
団
地
等
が
あ
り
、
従
来
か
ら
慢
性
的
に
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
路
上
駐

車
が
見
受
け
ら
れ
、
車
輌
が
出
入
す
る
際
の
安
全
が
確
保
で
き
ず
危
険
で
あ
る
こ
と
、
排
気
ガ
ス

に
よ
る
悪
臭
や
エ
ン
ジ
ン
音
に
よ
る
騒
音
と
い
っ
た
問
題
が
出
て
お
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
25
年
９
月
20
日
に
同
組
合
近
隣
に
「
東
関
東
自
動
車
道　

谷
津
船
橋
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
」
が
開
通
し
、
同
組
合
で
は
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
や
一
般
車
両
の
交
通
量
が
一
層
増
え
る

こ
と
を
見
込
み
、
同
じ
く
周
辺
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
路
上
駐
車
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
喫
緊
の
課

題
と
し
、
組
合
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

【
事
業
の
取
り
組
み
】

　

同
組
合
は
、
路
上
駐
車
が
増
え
る
こ
と
に
よ
る
公
害
、
ま
た
、
周
辺
道
路
は
交
通
量
が
多
く
、

周
辺
住
民
・
企
業
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
、
団
地
敷
地
内
の
緑
地
を
上
手
く
活

用
で
き
な
い
か
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通
に
伴
い
、
周
辺
道
路
の
駐
停
車
規
制
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
、
組
合
は
「
地
域
貢
献
事
業
」
と
位
置
付
け
、
緑
地
の
開
発
を
行
い
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク

用
の
駐
車
場
を
団
地
内
に
整
備
し
、
そ
れ
に
よ
り
、
路
上
駐
車
場
を
減
ら
し
、
周
辺
住
民
・
企
業

の
交
通
安
全
の
確
保
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

　

同
事
業
に
必
要
な
設
備
資
金
に
つ
い
て
は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
と
千
葉
県
中
小
企
業
団
体
中

央
会
の
推
薦
を
受
け
て
、「
推
薦
貸
付
制
度
」
の
活
用
い
た
し
ま
し
た
。

【
事
業
の
成
果
】

　

敷
地
４
，
０
５
７
㎡
に
40
台
。
中
央
通
路
は
22
ｍ
を
確
保
し
、

大
型
車
輛
（
10
ｔ
車
）
が
駐
車
で
き
る
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
（
縦
１
３
．
０
ｍ
×
横
３
．
５
ｍ
）
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
利
用
者
が
増
え
る
に
つ
れ
、
徐
々
に

駐
車
場
利
用
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
路
上
駐
車

の
解
消
、
近
隣
住
民
の
安
全
確
保
と
い
っ
た
効
果
と
共
に
交
通

混
雑
の
緩
和
、
地
域
環
境
の
改
善
や
市
民
の
利
便
性
の
向
上
、

今
後
は
地
域
産
業
の
活
性
化
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
今
後
の
課
題
】

　

高
度
化
資
金
の
償
還
後
、
団
地
組
合
と
し
て
の
役
割
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
組
合
員
の

組
合
へ
の
帰
属
意
識
の
低
下
や
組
合
機
能
の
新
た
な
役
割
、
再
整
備
計
画
等
、
団
地
組
合
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
か
ら
組
合
と
し
て
危
機
管
理
に
取
り
組
み
、
今
後
も
団
地
組
合
全
体
で
取

り
組
ん
で
い
く
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
・
危
機
管
理
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
ち
ば
11
月
号
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

【
組
合
の
概
要
】

　

所
在
地　

千
葉
市
中
央
区
新
宿
１
‐
２
４
‐
１
６

　

電　
　

話　

０
４
３
‐
２
４
２
‐
３
４
８
４

　

設　
　

立　

昭
和
34
年
１
月
23
日

　

理
事
長　

小
関　

邦
夫

　

組
合
員　

１
１
２
名

　

出
資
金　

２
，
１
９
５
万
円

【
設
立
の
経
緯
】

　

昭
和
34
年
1
月
に
設
立
会
員
48
名
で
組
合
を
設
立
。
組
合

員
の
取
り
扱
う
農
業
機
械
、
部
品
、
資
材
の
共
同
購
買
や
共

同
施
設
の
設
置
、
農
業
機

械
流
通
の
取
引
正
常
化
、

社
会
的
地
位
の
向
上
や
各

種
福
利
厚
生
事
業
を
目
的

に
設
立
し
た
。

【
主
な
事
業
活
動
】

　

・
共
同
購
買
事
業

　

・
共
同
保
管
事
業

　

・
行
政
協
力
対
応
事
業

　

・
構
造
改
善
計
画

　

・
農
業
機
械
取
引
正
常
化
事
業

　

・
教
育
指
導
事
業

　

・
中
小
企
業
人
材
確
保
推
進
事
業

　

・
資
格
取
得
推
進
事
業

　

・
会
員
の
福
利
厚
生
事
業

　

・
こ
れ
ら
に
付
帯
す
る
各
種
事
業

　

創
立
以
来
、
関
係
指
導
機
関
の
指
導
・
支
援
の
基
に
、
組

合
員
が
団
結
、
協
力
し
、
国
内
第
３
位
を
誇
る
千
葉
県
農
業

の
機
械
化
に
伴
う
そ
の
近
代
化
に
努
め
、
そ
の
側
面
を
支
え

て
き
て
お
り
ま
す
。
即
ち
、「
組
合
は
千
葉
県
農
業
の
為
に

組
合
員
は
地
域
農
業
の
為
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
農
業
機
械

の
効
率
利
用
と
安
全
と
低
コ
ス
ト
農
業
の
為
に
、
尽
力
し
て

い
る
。
農
業
及
び
農
業
機

械
を
取
り
巻
く
環
境
条

件
は
、
刻
々
と
変
化
し
て

お
り
ま
す
。
食
料
の
安
定

供
給
に
寄
与
す
る
当
業
界

の
、社
会
的
存
在
意
義
は
、

揺
る
ぎ
な
き
存
在
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。
関
係
各
位
の

よ
り
い
っ
そ
う
の
ご
理
解

を
賜
り
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
を
諮
る
所
存
で
す
。
特

段
の
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

組
合
・
企
業
視
察
研
修
会
・
交
流
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

事
務
局
責
任
者
協
会
だ
よ
り
の
第
13
号
を
刊
行
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
関
係
各
位
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
去
る
12
月
９
日
（
月
）
に
、
本
協
会
と
千
葉
県
中
小
企
業
組
合
士
会
と
の
合
同

に
よ
る
「
組
合
・
企
業
視
察
研
修
会
」
を
開
催
し
、「
茂
原
卸
商
業
団
地
協
同
組
合
」
様
、

同
組
合
員
で
あ
り
ま
す
「
株
式
会
社
鳥
幸
商
店
」
様
と
「
株
式
会
社
沖
水
」
様
を
訪
問
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
組
合
は
卸
売
業
の
集
団
組
合
と
し
て
昭
和
52
年
７
月
に
中
小
企
業
高
度
化
事
業
団
地

（
店
舗
等
集
団
化
）
と
し
て
設
立
、
本
年
で
創
立
37
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
21
社
で
構
成
さ
れ
、
組
合
員
の
業
種
は
、
日
用
品
雑
貨
、
食
料
品・飲
料
、
燃
料
、

建
築
資
材
、
電
設
資
材
、
医
薬
品
、
包
装
資
材
、
自
動
車
販
売
等
多
岐
に
亘
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
に
は
、
茂
原
名
産
品
研
究
会
を
発
足
し
、
茂
原
市
の
名
産
品
の
開
発
に
着
手

し
、「
七
夕
の
郷
」
と
し
て
知
ら
れ
る
茂
原
市
に
ふ
さ
わ
し
い

お
菓
子
・
食
品
・
物
産
な
ど
茂
原
の
魅
力
を
伝
え
る
活
動
を

行
い
、
ま
た
、
平
成
23
年
に
は
創
立
35
周
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
組
合
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
人
に
伝
え
る
と
と
も
に
、

組
合
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
次
代
を

担
う
青
年
部
を
中
心
に
「
愛
称
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上

げ
た
。
県
内
外
よ
り
、
４
４
３
件
の
愛
称
が
集
ま
り
、
厳
正

な
選
考
の
結
果
、「
も
ば
ら
オ
ロ
シ
テ
ィ
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、愛
称
を
ど
の
よ
う
に
発
信
し
て
い
く
か
の
広
報・

宣
伝
活
動
に
尽
力
し
て
お
り
、
将
来
的
に
は
、
全
国
に
あ
る

卸
団
地
同
士
で
「
オ
ロ
シ
テ
ィ
・
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
す
る

こ
と
が
夢
で
あ
る
と
秋
葉
理
事
長
は
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

様
々
な
組
合
事
業
を
通
し
て
、
地
域
の
商
業
と
歩
調
を
合

わ
せ
る
よ
う
に
発
展
を
続
け
、
地
域
に
密
着
し
た
商
業
の
中
核
と
し
て
個
性
と
活
力
に
溢

れ
た
企
業
集
団
を
目
指
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

組
合
の
概
要
を
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
後
、
組
合
員
企
業
で
あ
る
２
社
を
視
察
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
鳥
幸
商
店
は
、
独
自
の
経
営
戦
略
で
安
全
・
安
心
の
鶏
卵
・
鶏
卵
加
工
品
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
南
房
総
を
中
心
と
し
た
県
内
と
一
部
都
内
へ
の
迅
速
な
営
業
・
販
売

を
行
っ
て
お
り
、「
安
全
・
安
心
の
商
品
を
提
供
す
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
衛
生
的
な
環
境

の
も
と
鮮
度
の
良
い
製
品
を
、
心
の
こ
も
っ
た
作
業
で
製
造
す
る
と
と
も
に
、
同
社
の
加

工
部
門
で
は
、
製
品
を
自
社
内
で
一
貫
生
産
す
る
こ
と
か
ら
、
低
価
格
で
の
提
供
が
可
能

と
な
っ
て
お
り
、
消
費
者
か
ら
大
変
好
評
を
得
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
更
な
る
製
品
開
発
に
努
力
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
株
式
会
社
沖
水
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

同
社
の
本
社
は
東
京
都
の
築
地
に
あ
り
ま
す
が
、
千
葉
工
場
で
は
「
も
ず
く
」
を
主
体

と
し
た
惣
菜
の
製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

も
ず
く
は
、
99
％
が
沖
縄
県
で
生
産
さ
れ
て
お
り
、
主
に

３
月
～
５
月
の
春
の
間
に
１
年
分
の
も
ず
く
が
生
産
さ
れ
る

そ
う
で
す
。
中
で
も
恩
納
村
産
は
、
２
，
０
０
０
年
に
沖
縄

県
よ
り
高
品
質
の
も
ず
く
生
産
と
し
て
唯
一
認
定
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
同
社
で
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
取
得
に
よ
り
、
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
で
も
社
員
と
同
等
の
製
造
管
理
が
行
え
る
体
制
を

確
立
、
安
定
し
た
工
場
運
営
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

　

視
察
を
終
え
た
後
は
、
本
協
会
と
千
葉
県
中
小
企
業
組
合

士
会
と
合
同
で
、
同
団
地
の
組
合
員
企
業
で
あ
り
ま
す
「
竹

り
ん
」
に
て
交
流
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

事
務
局
責
任
者
協
会
は
、
様
々
な
事
業
を
通
じ
て
、
会
員

の
皆
様
の
組
合
運
営
及
び
組
合
員
企
業
の
経
営
支
援
に
関
す
る
有
用
な
「
情
報
」
を
発
信

す
る
と
と
も
に
、「
人
的
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
寄
与
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

第13号



平成25年12月25日（水） 第13号

醤
（
ひ
し
お
）

　

○
東
葛
地
域

　
　

・
日
時　

平
成
26
年
２
月
６
日
（
木
）　

14
時
30
分
～
16
時
45
分

　
　

・
場
所　

三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
柏　

２
階
「
北
斗
」

　

○
海
匝
銚
子
地
域

　
　

・
日
時　

平
成
26
年
２
月
12
日
（
水
）　

14
時
00
分
～
16
時
40
分

　
　

・
場
所　

銚
子
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル　

５
階
「
会
議
室
」

　

○
南
房
総
地
域

　
　

・
日
時　
　

平
成
26
年
２
月
27
日
（
木
）　

14
時
00
分
～
16
時
40
分

　
　

・
場
所　

た
て
や
ま
夕
日
海
岸
ホ
テ
ル　

１
階
「
デ
ン
フ
ァ
レ
」

　

○
問
い
合
わ
せ　

千
葉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会　

工
業
連
携
支
援
部

　

○
電
話
番
号　
　

０
４
３
‐
３
０
６
‐
２
４
２
７

○
平
成
26
年　

中
小
企
業
団
体
千
葉
県
新
春
交
流
会

　

本
交
流
会
は
、
中
小
企
業
組
合
活
動
に
多
大
な
功
績
を
挙
げ
ら
れ
た
方
々
を
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
新
年
に
対
す
る
抱
負
等
を
ご
歓
談
い
た
だ
き
、
会
員
皆
様
の
相

互
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
　

・
日
時　
　
　
　

平
成
26
年
１
月
24
日
（
金
）　

15
時
00
分
～
17
時
30
分

　
　

・
場
所　
　
　
　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
幕
張　

２
階
「
鶴
」

　
　

・
参
加
費　
　
　

５
，
０
０
０
円

　
　

・
問
い
合
わ
せ　

千
葉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会　

総
務
部

　
　

・
電
話
番
号　
　

０
４
３
‐
３
０
６
‐
３
２
８
１

○
消
費
税
転
嫁
対
策
窓
口
相
談
等
事
業
（
個
別
相
談
窓
口
設
置
事
業
）

　

消
費
税
率
の
二
段
階
に
わ
た
る
引
上
げ
に
県
内
中
小
企
業
が
円
滑
に
対
応
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
当
会
で
は
消
費
税
転
嫁
対
策
窓
口
相
談
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
会
担
当
職
員
が
随
時
ご
相
談
を
お
受
け
す
る
他
、
専
門
家
が
直
接
ご
相
談
を
お
受

け
す
る
専
門
家
相
談
日
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

①
中
央
会
の
受
付
時
間	

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

②
専
門
家
相
談
日	

１
／
15
（
水
）、
22
（
水
）、
30
（
木
）

	

２
／
４
（
火
）、
７
（
金
）、
12
（
水
）、
19
（
水
）

	

※
専
門
家
相
談
の
時
間
帯
は
14
時
～
17
時
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ	

千
葉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会　

商
業
連
携
支
援
部　

岩
澤

　

電
話
番
号	

０
４
３
‐
３
０
６
‐
３
２
８
４

　

費
用	

無
料

　

地
理
的
条
件
・
日
程
等
に
よ
り
講
習
会
へ
の
参
加
や
相
談
窓
口
で
の
相
談
が
出
来
な
い

場
合
、
あ
る
い
は
転
嫁
・
表
示
カ
ル
テ
ル
等
、
専
門
家
の
個
別
指
導
を
受
け
る
こ
と
を
希

望
す
る
中
小
企
業
組
合
等
を
対
象
と
し
た
「
専
門
家
派
遣
事
業
」
が
ご
ざ
い
ま
す
。

○
組
合
決
算
講
習
会

　

組
合
決
算
に
お
い
て
は
、
一
般
法
人
と
は
異
な
っ
た
組
合
特
有
の
会
計
処
理
や
税
制
上

の
措
置
が
ご
ざ
い
ま
す
。
当
会
で
は
、
組
合
が
関
係
法
令
に
基
づ
く
適
正
な
決
算
処
理
を

し
て
頂
く
た
め
の
講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

・
場
所	

決
算
講
習
会　

柏
会
場　
　

柏
商
工
会
議
所　

４
階
「
４
０
３
会
議
室
」

	

決
算
講
習
会　

千
葉
会
場　

ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
菜
の
花　

４
階
「
槙
」

　

・
日
時	

柏
会
場　
　

平
成
26
年
１
月
22
日
（
水
）
13
時
～
17
時

	

千
葉
会
場　

平
成
26
年
１
月
29
日
（
水
）
13
時
～
17
時

　

・
問
い
合
わ
せ	

千
葉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会　

工
業
連
携
支
援
部　

新
井

　

・
電
話
番
号	

０
４
３
‐
３
０
６
‐
２
４
２
７

　

・
参
加
費	

２
，
０
０
０
円

ひ
し
お
と
は

　

何
ら
か
の
食
品
を
麹
と
食
塩
で
発
酵
、
製
造
さ
せ
た

調
味
料
又
は
食
品
を
い
い
ま
す
。
中
国
語
で
は
「
チ
ァ

ン
」
と
発
音
さ
れ
、
中
華
料
理
の
分
野
で
は
日
本
語
で

も
「
ジ
ャ
ン
（
醤
）」
と
読
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

醤
と
の
呼
称
は
総
称
で
あ
り
、
原
料
に
応
じ
て
さ
ら

に
細
分
化
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
主
な
食
品
が
肉
で
あ

れ
ば
「
肉
醤
」、
魚
で
あ
れ
ば
「
魚
醤
」、
果
実
や
草
、

海
草
の
も
の
は
「
草
醤
」、そ
し
て
穀
物
の
も
の
を
「
穀

醤
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

現
代
の
日
本
で
の
味
噌
は
、
大
豆
（
穀
物
）
を
使
用

し
て
い
る
た
め
、
穀
醤
に
あ
た
り
、
そ
こ
か
ら
発
展
し

た
液
状
の
も
の
が
現
代
の
日
本
の
醤
油
で
す
。

歴
史

　

醤
が
初
め
て
記
録
に
出
て
く
る
の
は
、紀
元
前
８
世
紀
頃
の
中
国
の
古
代
王
朝・周
（
紀

元
前
７
２
２
～
４
８
１
）ま
で
遡
り
ま
す
。
周
の
法
制
度
を
ま
と
め
た「
周
礼
」の
中
で「
ひ

し
お
」
に
関
す
る
記
述
が
出
て
き
ま
す
。

　

中
国
の
宮
廷
で
は
皇
帝
の
膳
に
添
え
る
た
め
１
２
０
種
の
「
ひ
し
お
」
が
用
意
さ
れ
て

い
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
時
代
を
生
き
て
い
た
「
孔
子
」
は
か
な
り
の
グ
ル
メ
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、「
論
語
」
の
中
で
「
色
が
悪
け
れ
ば
食
べ
な
い
、匂
い
が
悪
け
れ
ば
食
べ
な
い
、

よ
く
煮
え
て
い
な
け
れ
ば
食
べ
な
い
、
旬
の
も
の
以
外
は
食
べ
な
い
、
正
し
く
切
っ
て
い

な
け
れ
ば
食
べ
な
い
、
料
理
に
あ
っ
た
ひ
し
お
が
な
け
れ
ば
食
べ
な
い
」
と
い
っ
た
こ
と

を
述
べ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
単
に
塩
漬
け
の
保
存
食
品
、
副
食
品
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
調
味
料
と

し
て
使
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
「
ひ
し
お
」
は
、
魚
や
鳥
、
獣
の
肉
、
果
実
な
ど
の
原
料
を
塩

漬
け
に
し
て
酒
を
加
え
、
瓶
に
入
れ
て
１
０
０
日
間
ほ
ど
熟
成
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
こ
の
よ
う
に
中
国
で
は
紀
元
前
の
昔
よ
り
発
酵
調
味
料
が
存
在
し
、
使
い
続
け

ら
れ
て
き
た
の
で
す
。

日
本
へ
の
伝
来
と
発
展

　

日
本
で
は
、
縄
文
時
代
後
期
遺
跡
か
ら
弥
生
時
代
中
期
に
か
け
て
の
住
居
跡
か
ら
、
獣

肉
・
魚
・
貝
類
を
は
じ
め
と
す
る
食
材
が
、
塩
蔵
と
自
然
発
酵
に
よ
っ
て
醤
と
同
様
の
状

態
に
な
っ
た
遺
物
は
発
掘
さ
れ
て
お
り
、
大
和
時
代
に
は
、
発
酵
調
味
料
は
日
本
で
も
存

在
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
代
の
製
造
工
程
に
影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
は
低
い

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

な
ぜ
な
ら
、
５
３
８
年
に
仏
教
が
伝
来
す
る
と
、
国
内
で
は
獣
類
や
魚
類
の
殺
生
が
避

け
ら
れ
、
魚
醤
や
肉
醤
は
正
式
な
場
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
日
本
の
文
化
の
多
く
は
、
大
陸
か
ら
の
輸
入
文
化
を
基
礎
に
発
達
し
た

も
の
と
言
え
る
の
で
す
。
当
然
、
食
文
化
の
魚
醤
、
肉
醤
も
大
陸
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

黒
豆
を
使
っ
た
醤
の
作
り
方
が
、
現
存
す
る
中
国
最
古
の
農
業
書
「
斉
民
要
術
」
の
中

に
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
醤
の
作
り
方
が
同
時
期
に
日
本
に
も
伝
来
し
た
と
考
え
ら

寄稿

れ
る
。

　

７
０
１
年
（
大
宝
元
年
）
の
大
宝
律
令
に
官
職
名
と
し
て
「
主
醤
（
ひ
し
お
の
つ
か
さ
）」

と
い
う
記
述
が
出
て
き
ま
す
。
こ
の
官
職
は
、
宮
内
省
の
食
事
を
取
り
扱
う
大
膳
職
（
お

お
い
し
か
わ
）
に
て
醤
を
扱
う
一
部
署
で
あ
り
、
大
豆
を
原
料
と
し
た
「
ひ
し
お
」
が
作

ら
れ
て
い
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　

奈
良
時
代
に
は
庶
民
の
間
に
も
広
が
り
、
平
安
時
代
の
紫
式
部
や
清
少
納
言
も
食
べ
て

い
た
そ
う
で
す
。

銚
子
の
名
産
品
と
し
て

　

銚
子
に
は
、
醤
油
の
伝
来
と
と
も
に
紀
州
の
名
残
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　

関
西
で
「
あ
り
が
と
う
」
を
意
味
す
る
「
お
お
き
に
」

を
耳
に
す
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
醤
も
紀
州
か
ら
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

銚
子
は
、
冬
は
暖
か
く
、
夏
は
涼
し
く
、
醸
造
に
適

し
た
風
土
で
あ
り
、
醤
に
と
っ
て
も
銚
子
の
自
然
が
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

人
工
的
な
調
味
料
で
は
味
わ
え
な
い
奥
の
深
い
、
発

酵
か
ら
生
ま
れ
る
風
味
、
本
来
日
本
人
の
持
っ
て
い
る

味
の
ベ
ー
ス
な
の
で
す
。
化
学
調
味
料
の
味
に
馴
染
ん

だ
多
く
の
人
々
が
こ
こ
に
き
て
味
の
原
点
で
あ
る
発
酵

の
味
に
回
帰
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
誰
も
が
使
用
す
る
発
酵
調
味
料
「
醤
油
」
の
大
生
産
地
と
し
て
有
名
で
す
が
、

銚
子
産
の
発
酵
調
味
料
「
醤
」
に
も
注
目
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
銚

子
の
自
然
を
た
っ
ぷ
り
吸
い
こ
ん
だ
醤
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ　
（
下
総
中
山
～
本
八
幡
）

　

去
る
11
月
16
日
に
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す

事
務
局
責
任
者
協
会
・
秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。

　

幸
い
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
絶
好
の
ハ
イ
キ
ン
グ

日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、「
歴
史
と
文
学
の
街
」市
川
市
内
を「
市

川
案
内
人
の
会
」
様
の
ご
協
力
を
頂
き
、
午
前
中
は

下
総
中
山
駅
か
ら
法
華
経
寺
、
東
山
魁
夷
記
念
館
を

訪
れ
、
昼
食
後
は
本
八
幡
駅
か
ら
八
幡
の
薮
知
ら
ず
、

葛
飾
八
幡
宮
を
訪
れ
、
国
の
天
然
記
念
物
で
あ
る
千

本
公
孫
樹
、
市
川
梨
の
発
祥
、
平
将
門
伝
説
や
源
頼

朝
が
再
起
し
た
白
幡
天
神
社
を
巡
り
ま
し
た
。
ま
た
、

市
内
に
は
脚
本
家
で
あ
る
水
木
洋
子
や
小
説
家
の
永

井
荷
風
な
ど
の
旧
宅
が
残
さ
れ
て
お
り
、
参
加
者
は
、

歴
史
と
文
学
の
街
に
相
応
し
い
市
川
市
を
満
喫
し
ま
し
た
。

○
地
域
組
合
懇
談
会

　

本
会
で
は
、
左
記
の
地
域
に
お
い
て
地
域
組
合
懇
談
会
を
実
施
し
、
組
合
運
営
上
の
情

報
提
供
や
意
見
交
換
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

事
務
局
責
任
者
事
業
報
告
及
び

　
　
　
　
　
　
　
中
央
会
事
業
の
ご
紹
介


